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　今年も収穫の秋を迎え、9月2日、音江地区を皮切りに当JA管内各地で稲刈り作
業がスタートしました！

　➡記事の詳細は3ページ

JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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各地区で
初出荷
各地区で
初出荷

深川支所（多度志地区）　9月7日

北竜支所　9月13日 幌加内支所　9月15日

深川支所（音江地区）　9月5日

深川支所（一已地区）　9月8日深川支所（メム地区）9月8日

令和4年産米令和4年産米

【一已第6】　小林　松二さん（右から2人目）【一已第6】　小林　松二さん（右から2人目）

【内園】　加賀美　匠さん（中央）【内園】　加賀美　匠さん（中央）

【多度志南】（株）ピースファーミング（中央）【多度志南】（株）ピースファーミング（中央）

【西川】藤井　啓二さん（左から2人目）
【古作】古作ライスセンター（右から2人目）
※【西川】（株）藤井ファーム、【和】川瀬　崇さんも初出荷

【西川】藤井　啓二さん（左から2人目）
【古作】古作ライスセンター（右から2人目）
※【西川】（株）藤井ファーム、【和】川瀬　崇さんも初出荷

（もち米）
【幌里】古林　茂さん（左から3人目）
【幌里】南谷　秀明さん（右から2人目）

（もち米）
【幌里】古林　茂さん（左から3人目）
【幌里】南谷　秀明さん（右から2人目）

【北菊水】（株）きはらふぁーむ（右から2人目）【北菊水】（株）きはらふぁーむ（右から2人目）

幌加内支所　9月21日

（うるち米）
【幌里】古林　一文さん（中央）
（うるち米）
【幌里】古林　一文さん（中央）

深川支所（納内地区）　9月6日

【納内】　山田　憲明さん（右から2人目）【納内】　山田　憲明さん（右から2人目）

雨竜支所　9月16日

【北友】藤田　涼太郎さん（左から2人目）
【本牧】長谷部　朋（右から2人目）
【北友】藤田　涼太郎さん（左から2人目）
【本牧】長谷部　朋（右から2人目）
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　9月2日から、深川支所音江地区を皮切りに、JA管内各地で令和4年産米の収穫作業が始まった。音

江地区の加賀美匠さん（表紙写真）が管内のトップを切って作業を始め、初日は「ゆめぴりか」を50a

ほど刈り取った。加賀美さんは、「ななつぼし」「ゆめぴ

りか」「ふっくりんこ」を合わせて約17haに作付けし

ている。5日には刈り取った「ゆめぴりか」13トンを

JA納内検査場へ持ち込んだ。

　加賀美さんは「風の強い日が多く、代かき後のゴミあ

げや、水管理には苦労したが、春先の天候にも恵まれ、

今年も例年通り作業が進んでいる。肥料が高騰し経費が

掛かる中でも、美味しいお米を作るよう努力をしている。

子どもからお年寄りまで幅広く多くの方に食べていただ

ければ」と笑顔で話す。

　今年のJA管内の水稲作付面積は9,400haとなって

いる。米穀課職員は今年の生育について、「茎数は若干

少ないが、出穂揃いも良く、黄金色の稲穂が眩しく豊穣

の秋を予感させてくれている。生産者が１年間愛情を込

めて作ったお米の収穫。そのお米をＪＡでしっかりと施

設調製し、お客様へお届けしたい」と話す。各地区では

9月15日頃から稲刈り作業が本格的に始まり、10月

中旬まで続く予定。

【雨竜地区】左のコンバインから

岩田祥也さん、田岡隼人さん、吉本昌史さん

3年ぶりの開催！ 幌加内町新そば祭り3年ぶりの開催！ 幌加内町新そば祭り
　9月3日と9月4日の2日間、そばの作付面積日本一を誇る幌加内町で、「第27回 幌加内町新そば祭り」

が開催された。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、令和元年以来開催されていなかった同祭が3

年ぶりに開催された。当日は道内外のそば店8店舗が出店し、収穫したばかりの幌加内町産「ほろみのり」

をそば打ち愛好家団体などが手打ちそばで振舞った。両日とも大勢の来場者が訪れ、獲れたて打ちた

ての新そばを食べ比べながら楽しんだ。来場した女性は「とに

かくすごい行列で驚いた。どこもとても美味しそうなので、ど

こに並ぶか悩んでしまいます」と笑顔で話す。

　屋外ステージでは、スコップ三味線のステージや元ちとせさ

んと小沢仁志さんのトークステージなどが行われ会場を盛り上

げた。

　同祭を共催する当JAでは、販売部が消費拡大を目的として、

砂糖・牛乳の無料配布を行い、青果部ではメロンやゆり根など

の販売を行った。

　2日間のあいだ、お土産広場やキッチンカーなど合わせて

60店舗出店されており、来場客は久しぶりのお祭りを楽しん

だ。

令和４年産米の収穫作業管内各地区でスタート令和４年産米の収穫作業管内各地区でスタート

【北竜地区】岩倉祥隆さんの長男、岩倉竜矢さん
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７
月
29
日
か
ら
８
月
１
日
に
か
け
て
徳
島
県
で
開
催
さ
れ

た
、
「
第
10
回
記
念
野
球
の
ま
ち
阿
南
少
年
野
球
全
国
大
会
」

に
出
場
し
た
、
深
川
市
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
深
川
一
已
バ

ト
ル
ス
」
の
全
国
優
勝
を
祝
し
て
９
月
２
日
、
ふ
か
が
わ
米

生
産
組
合
（
伊
藤
裕
美
組
合
長
、
３
８
２
戸
）
が
「
ふ
っ
く

り
ん
こ
」
５
㎏
を
20
袋
贈
呈
し
た
。

　
伊
藤
組
合
長
は
「
全
国
優
勝
お
め
で
と
う
。
自
分
と
仲
間
を
信
じ
て
頑
張
っ

た
結
果
だ
と
思
う
。
深
川
の
米
を
沢
山
食
べ
て
こ
れ
か
ら
も
将
来
に
向
け
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
、
主
将
の
松
井
啓
輔
さ
ん
は
「
深
川

の
お
米
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
大
き
く
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
た
。

元
気
村
・
夢
の
農
村
塾
20
周
年
記
念
式
典

〜「
響
き
あ
う
未
来
へ
」〜

〜「
響
き
あ
う
未
来
へ
」〜

販売部販売部販売部販売部
「
深
川
一
已
バ
ト
ル
ス
」
全
国
優
勝
を
祝
し
て

「
深
川
一
已
バ
ト
ル
ス
」
全
国
優
勝
を
祝
し
て

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」を
贈
呈
！

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」を
贈
呈
！

　
都
市
部
の
中
・
高
校
生
を
対
象
に
農
業
体
験
型
の
修
学
旅
行
の
受

け
入
れ
を
行
う
「
元
気
村
・
夢
の
農
村
塾
」
（
村
上
は
る
み
塾
長
）
が

平
成
14
年
３
月
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
た
。

　
20
周
年
を
祝
し
て
８
月
30
日
、
音
江
町
の
ア
グ
リ
工
房
ま
あ
ぶ
で

20
周
年
記
念
式
典
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
同
塾
の
会
員
や

自
治
体
・
Ｊ
Ａ
職
員
な
ど
約
40
名
が
参
加
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
村
上
塾
長
は
「
沢
山
の
方
に
支
え
ら
れ
、
元
気
村
・

夢
の
農
村
塾
は
20
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
20
周
年
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
『
響
き
あ
う
未
来
へ
』
。
今
後
の
農
業
と
農
村
塾
が
末
永
く

続
く
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
」
と
挨
拶
し
た
。
ま
た
、
当
Ｊ
Ａ
の
岩
田

清
正
専
務
も
同
式
典
に
出
席
し
、
「
当
Ｊ
Ａ
で
も
地
域
の
方
に
地
域
農

業
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
る
。
農
業
を
一
か
ら
理
解
し
て

も
ら
う
の
は
大
変
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
農
業
を
広
め
る
こ
と
は
大

切
な
事
。
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
「
農
村
塾
の
未
来
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
が

５
班
に
分
か
れ
、
今
後
の
農
村
塾
の
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
た

め
の
意
見
交
換
を
し
た
。
「
い
ま
以
上
に
Ｊ
Ａ
や
市
役
所
な
ど
の
関
係

機
関
に
協
力
を
求
め
て
は
」
「
農
業
体
験
を
農
家
が
受
け
入
れ
る
メ
リ

ッ
ト
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
必
要
」
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
関

係
機
関
の
広
報
誌
な
ど
で
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
う
べ
き
」
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
各
班
で
出
さ
れ
た
意
見
が
発
表
さ
れ
、
農
村
塾
の
継
続
・

発
展
に
つ
い
て
出
来
る
事
を
共
有
し
た
。
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一
已
中
学
校

枝
豆
収
穫
体
験

一
已
中
学
校

枝
豆
収
穫
体
験

　
８
月
26
日
、
深
川
市
立
一
已
中
学
校
２
年

生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て
枝
豆
の

収
穫
体
験
が
行
わ
れ
、
生
徒
54
名
が
参
加
し

た
。

　
こ
の
日
は
、
鎌
を
使
っ
て
大
き
く
育
っ
た

株
を
手
作
業
で
刈
り
取
り
、
枝
か
ら
莢
を
収

穫
し
た
。

　
今
年
６
月
に
同
校
の
生
徒
が
約
２
０
０
㎡

の
畑
に
播
種
し
た
ユ
キ
ホ
マ
レ
は
一
人
当
た

り
お
よ
そ
20
株
あ
り
、
播
種
後
は
生
徒
及
び

当
Ｊ
Ａ
職
員
が
除
草
作
業
等
を
行
い
育
て
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
一
心
不
乱
に
収
穫

し
、
中
に
は
時
間
内
に
収
穫
が
終
わ
ら
な
い

生
徒
も
見
ら
れ
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
職

員
の
手
伝
い
に
よ
り
作
業
を
無
事
に
終
わ
ら

せ
た
。
作
業
中
の
生
徒
か
ら
は
「
枝
か
ら
も

ぎ
と
る
作
業
は
腰
が
痛
く
な
っ
て
大
変
だ
っ

た
」
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
も
莢
の
状
態
の

枝
豆
を
く
れ
る
が
、
こ
ん
な
に
大
変
な
作
業

だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
な
ど
声
が
聞
こ
え

た
。
作
業
終
了
後
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
い
っ

ぱ
い
に
収
穫
し
た
枝
豆
を
各
自
持
ち
帰
っ
た
。

さ
や

　９月６日、組合員・JA役職員向けの「インボイス制度説明会」がJA本所（本会場）および各基幹支所（リモ

ート会場）で開催された。

　同説明会は、インボイス（適格請求書）を用いて仕入税額控除を受けるための「インボイス制度」が令和５年

10月から導入されることを受け、インボイスの発行事業者（適格請求書発行事業者）となり得る可能性のある組

合員や、同事業者となるJAの役職員に同制度の仕組みや農業との関わり、また今後の対応についての理解を深め

てもらうことを目的として開催し、組合員およびJA役職員を合わせて約60名が参加した。

　講師には、当JAと顧問契約を締結し、毎月１回の組合員向けの無料経営相談会やJA広報誌において情報を提

供頂いている、旭川市の「税理士法人 中央総合会計（井内敏樹代表）」の村上克博マネージャーを招き、「消費

税インボイス制度と農業への影響」と題して説明を頂いた。

　村上マネージャーは、消費税の基本から同制度の概要、農業との関わり、経過措置について、フローチャートや表、

計算例などを用いて、わかりやすく説明し、また今後の対応については、「同制度は翌年3月末までに登録が必要

だが、確定申告時期に手続きが集中すると、開始時期までに登録が間に合わない可能性がある。また登録番号を

インボイスに記載する準備等も必要になるため、該当する方は早めの対応を」と注意喚起した。

　説明の後に行われた質疑応答では、同制度における手続きの方法

や共同計算における農協特例のあり方などについて、参加した組合員

から多くの質問が寄せられた。

　なお、今回の「インボイス制度説明会」については、多くの反響

を頂いたため、今後、当JAのYouTubeチャンネル「きたそらちゃ

んねる」において、説明会の（質疑応答を除く）様子を動画で公開

する予定です。公開する際に、改めて本誌でお知らせいたします。

組合員・JA役職員向け　インボイス制度説明会開催組合員・JA役職員向け　インボイス制度説明会開催

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
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青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより
青年部
だより

　８月22日、余市町にて、第17回JAきたそらち女性部合同日帰り研修が開催され、女性部員18名が参加した。

　今回は、新型コロナウイルスの感染対策をしっかりと行い余市町ニトリ観光果樹園にて、野外での果物狩り体験

を行った。

　当日は青天に恵まれ、広大な果樹園には、さくらんぼや梨など様々な果樹があり、今回は８月が旬の果物「桃・

プラム・プルーン・りんご」の収穫体験を行った。

　桃の収穫は部員の大半が初めての体験で、厳しい残暑と闘いながら、園内の木々をかきわけ食べ頃の果実を探

すのに苦労していたが、その場で皮をむいて食べた甘酸っぱい桃やプラム

は「一段と美味しく、面白い」と参加者は夢中でもぎ取っていた。

　また、食べずに刈り取った果物は家族へのお土産として持ち帰っていた。

　昼食時には、園内にてジンギスカン鍋を囲みながらお互いの農作業の

近況を語り合った。

　その後、小樽市の南樽市場でそれぞれ当日の夕食などを買い物して帰

路についた。

　JAきたそらち青年部（村上勝彦部長）では、毎年実施している白米販売促進事業の一環として、本年はJA管

内の道の駅における米の無料配布および幌加内町新そば祭りにおいて米のすくい取りを出店した。

　8月27日より配布を開始したJA管内道の駅における米の無料配布は、昨年も実施しており、本年においても

JA管内の道の駅４か所で実施した。ふかがわまい、うりゅう米、北竜ひまわりライスの「ななつぼし 1袋

300g」を計2,500袋用意し、同部の活動の一環として作成したファー

ムレターを貼り付け各道の駅で無料配布した。コロナ禍を考慮し、対面

での配布は昨年同様実施しなかったが、配布開始日に配布数量に達し、

終了となる場所もあるなど大変好評だった。

　9月3日に実施した幌加内町新そば祭りでの米のすくい取り出店は、

事前に用意したふかがわまい「ふっくりんこ玄米120㎏」を当日会場で

精米し、5号枡を使ったすくい取りで来場客に販売した。当日は開場前か

ら来場客が列を作り、一時は精米が追い付かなくなるほどの盛況ぶりで、

予定していた時間よりも早く、午前中で完売となった。すくい取りの出店

による売上金額は、NPO法人へ全額寄付する予定となっている。

　本年の白米販売促進事業を通し、村上部長は、「“きたそらちの米”の

販売促進につなげるため、青年部としても道の駅での無料配布や精米し

たての新鮮なお米のすくい取りを行い、消費者にお届けすることができ

た。今後の青年部活動でも継続して“きたそらちの農畜産物”をPRした

い」と話す。

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だよりＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部ＪＡきたそらち女性部

合同日帰り研修で果物狩り♪合同日帰り研修で果物狩り♪合同日帰り研修で果物狩り♪合同日帰り研修で果物狩り♪

JAきたそらち青年部JAきたそらち青年部

白米促進事業を実施白米促進事業を実施
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Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
部
長
　
　

岡
田
　
裕
子

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
部
長
　
　

岡
田
　
裕
子

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
　
支
部
長
研
修

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

　
９
月
５
日
・
６
日
に
１
泊
２
日
で
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
支
部
長
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
平
成
30
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
震
災
の
被
災

地
、
厚
真
町
を
訪
れ
、
厚
真
町
観
光
協
会
が
行
っ
て
い
る
「
避
難
所
疑
似
運
営
」

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。
避
難
所
で
起
こ
り
得
る
出
来
事
を
疑
似
体
験
し
、
将
来
の
災
害

に
生
か
す
為
に
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
避
難
所
で
生
活
す
る
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
解

決
方
法
を
導
き
出
す
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
感
覚
で
学
習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
実
際
に
現
場

で
起
き
た
出
来
事
を
ベ
ー
ス
に
し
、
避
難
者
の
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

て
い
る
事
情
が
書
か
れ
た
家
族
カ
ー
ド
を
避
難
所
平
面
図
に
ど
れ
だ
け
適
切
に
配
置
出

来
る
か
、
ま
た
避
難
所
で
起
こ
る
出
来
事
に
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
か
を
グ
ル
ー
プ
で

真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
カ
ー
ド
に
は
、
風
邪
を
引
い
て
熱
が
あ
る
人
、
透
析
を
受
け

て
い
る
人
な
ど
様
々
な
事
情
が
記
載
し
て
い
ま
し
た
。
私
達
は
疑
似
体
験
で
し
た
が
、
こ

の
様
な
事
が
実
際
起
き
た
時
の
災
害
の
備
え
、
思
い
や
り
、
絆
の
大
切
さ
を
学
ぶ
事
が
出

来
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
は
、（
株
）Ｊ
フ
ァ
ー
ム
苫
小
牧
工
場
で
す
。
こ
ち
ら
で
は
、
ト
マ
ト
や

ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
太
陽
型

植
物
工
場
で
す
。
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
天
然
ガ
ス
・
バ
イ
オ
マ
ス
・
温
泉

熱
な
ど
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
、
湿
度
、
日
射
量
、
肥
料
な

ど
Ｉ
Ｔ
技
術
で
管
理
・
維
持
す
る
栽
培
方
法
で
す
。
特
に
ト
マ
ト
に
至
っ
て
は
、
生
育
状

況
に
合
わ
せ
た
最
適
な
養
液
を
配
合
し
な
が
ら
糖
度
10
以
上
の
ト
マ
ト
が
約
10
ヶ
月
供
給

可
能
と
な
り
ま
す
。
私
も
直
売
所
で
ト
マ
ト
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皮
が

し
っ
か
り
し
て
甘
み
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
美
味
し
い
ト
マ
ト
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
第
３
回
支
部
長
会
議
を
開
催
し
今
後
の
行

事
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
実
は
こ
の
日
、
厚
真
町
観
光
協
会
で
行
っ
た
避

難
所
運
営
体
験
の
際
に
は
胆
振
東
部
地
震
か
ら
丸
４
年
経
っ
た
と
言
う
事
も
あ
り
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
か
ら
テ
レ
ビ
放
送
の
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
時
の
様
子
を

皆
で
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
疑
似
体
験
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
分
達
の
姿
が

テ
レ
ビ
に
映
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
心
に
残
る
体
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
恵
庭
市
に
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ジ
オ
リ
ビ
ン
グ
カ
ラ
ー
ズ
で
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
「
リ
ー
ス
作
り
」
を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
優
し
い
講
師

の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
ピ
ン
ク
系
・
オ
レ
ン
ジ
系
に
分
か
れ
て
同
じ
材

料
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出
て
皆
違
う
仕
上
が
り
に
な
っ
て

い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
道
の
駅
花
ロ
ー
ド
え
に
わ
・
マ
オ
イ
の
丘

に
行
き
地
元
野
菜
等
を
手
に
取
り
な
が
ら
最
後
の
研
修
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
支
部
長
研
修
で
は
、
時
に
笑
い
、
時
に
真
面
目
に
話
し
合
い
本
当
に
色
々
な

事
を
体
験
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
支
部
長
間

の
親
睦
も
深
ま
り
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
励
み
に
な
り
ま

す
。

　
大
変
有
意
義
で
楽
し
い
時

間
を
共
有
さ
せ
て
頂
い
た
事

に
感
謝
致
し
ま
す
。

と
う
せ
き
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ＪＡきたそらち女性部

福祉施設へ
タオルを
贈呈

福祉施設へ
タオルを
贈呈

　ＪＡきたそらち女性部は、

地域貢献の一環として平成16

年から実施している「部員タオル１本運動」を行った。

　部員がタオルを１人一本持ち寄り各地域の福祉施設へ贈るこの運

動は、年々女性部員は減少しているものの今年度は部員数383

名のところ795本ものタオルが集まった。

　集められたタオルは、利用者の入浴時などにも使用しているが、

新型コロナウィルス感染症予防対策によって行う施設清掃にも活用

されている。

　各施設からは、「毎年沢山のタオルをありがとうございます。有

効に使わせていただきます。」と大変喜ばれている。

介護老人保健施設
エーデルワイス

永福園
デイサービスセンター

深川特別養護老人ホーム
清祥園

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

特別養護老人ホーム
雨竜寿園

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園 幌加内町立幌加内診療所

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより

社会福祉法人
北竜町社会福祉協議会

老人ホーム
こんにちわ　金さん銀さん
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　10月より営業時間が下記の通り変更となります。

　※新型コロナウイルス感染拡大防止の為、営業時間を変更する場合がございます。

直売所eciRからのお知らせ直売所eciRからのお知らせ

10月の営業時間　9：00 ～18：00

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和４年８月実績

計画対比　　＋

前年対比　　△

52,011kWh 発電電力

○累計（R3.12～R4.８）

374,920kWh
5,041kWh

9,578kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 △

92,815kWh

650kWh

　8月3日、今年度4回目となる当JAの食農教育事業イペ・トイ・レ

シカが行われ、子ども8名、塾生7名が参加した。

　今回は、収穫体験とキャンプを目的とし、深川市音江地区にある「ま

あぶオートキャンプ場」にて実施。子どもたちが夏休み期間中であるため、

当初はコテージに宿泊するキャンプを予定していたが、全国的な新型コ

ロナウイルスの感染拡大を鑑み、急きょ宿泊を伴わないデイ・キャンプ

変更して実施した。

　当日は、キャンプの前段として、同事業において塾生が栽培・管理を行っている圃場にて野菜の収穫体験を行

った。子ども達は塾生による指導のもと、見事に生長したミニトマトやナス、レタス、ジャガイモを次々と収穫し、

互いの収穫量を競い合いながら、収穫を楽しんでいた。

　キャンプ場に到着してすぐ、塾生と子どもたちで協力して、テントとタープの設営や夕食の準備を行い、その後

は当日収穫した野菜と地元の農畜産物をふんだんに使ったキャンプカレーやバーベキューなどを堪能した。

　夕食後は、子どもたちからのリクエストによる鬼ごっこや花火を行い、塾生と子どもたちは汗を流しながらも一

緒に楽しんでいる様子だった。

　今回参加した子どもたちは、「野菜は嫌いだけど、自分で収穫したものだけは少しだけ美味しく食べられた」「キ

ャンプでお泊まりはできなか

ったのは残念だったけど、美

味しいものを食べられたり遊

んだりできて楽しかった」な

ど笑顔で感想を話す。

JAきたそらち子ども向け食農教育事業
イペ・トイ・レシカ

～収穫体験・キャンプ編～～収穫体験・キャンプ編～
総務部総務部総務部総務部

青果部青果部青果部青果部
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当JAでインターンシップ！当JAでインターンシップ！
酪農学園大学が酪農学園大学が

　6月下旬に栗山町と長沼町で行われた第63回空知管内JA

野球大会で2大会連続、3度目の優勝を果たした当JA野球

部は、9月1日、2日に江別市で行われた第60回全道JA野

球大会に出場した。同大会は全14チームによるトーナメン

ト戦で行われ、1回戦で強豪のJAあさひかわと対戦。

　佐藤（雨竜支所営農課）の力投で5回まで試合は拮抗して

いたものの、6回表に相手打線の猛攻を受けて4点を失い、

6回裏に千石（金融共済部渉外課）、7回裏に佐藤が安打によ

り出塁したが、打線がつながらず0-4で惜しくも初戦での敗

退となった。今年度の優勝はJA道央、準優勝はJAあさひか

わとなった。

　役職員をはじめ応援して頂いた皆様、熱いご声援ありがと

うございました。

　9月5日から8日、江別市の酪農学園大学　4年生1名、3年生3名が当JAでインターンシップを実

施した。

　JAの概要説明、選果場や深川マイナリーなど農業施設の見学のほか、農作業体験と新規就農につい

て学ぶため㈱深川未来ファームに協力をいただき、きゅうり収穫や出荷作業の補助、鎌を使った稲刈り

作業など様々な農作業を体験した。また、農産物直売所ｅｃｉＲでは商品の袋詰めや陳列作業などを行

い、収穫から販売までの流れを体験した。

　今回は、酪農学園大学OB・OGとの対話を設け、同大学卒業

生を代表して金融共済部渉外課　玉置将督職員、販売部畜産課　

山崎栞職員が参加し、「なぜJAきたそらちへ入組したのか」「仕

事のやりがいは」などについて話した。インターンシップ最後の

まとめとして同大学卒業生でもある農業振興部　佐藤一久部長よ

りJAきたそらちが取り組む農業振興や地域貢献のことなどにつ

いて講義を行った。

　参加した学生からは「収穫や販売を体験することで農業の流れ

が理解できた」「JAきたそらちが、自分の想像より遥かに多種

多様な業務内容を行っているということに驚いた」など感想を聞

かせてくれた。

【人事課　墓田】

JAきたそらち野球部 第60回全道JA野球大会へ出場第60回全道JA野球大会へ出場
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JA全中からのお知らせ
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

「
３
つ
の
言
わ
な
い｣

を
合
い
言
葉
に

　
去
る
８
月
末
、Ｊ
Ｒ
と
関
係
自
治
体
と

の
間
で
、
明
年
３
月
末
ま
で(

深
川
ー
石

狩
沼
田
間
は
３
年
間
継
続)

と
い
う
こ
と

で
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
と
の

こ
と
。
深
川
市
を
初
め
北
空
知
全
体
の
地

域
衰
退
等
も
考
え
ら
れ
、
何
か
と
頭
の
痛

い
問
題
の
一
つ
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
感

が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
Ｊ
Ｒ
の
前
身
で
あ

る
日
本
国
有
鉄
道(

略
称
国
鉄
・
現
Ｊ
Ｒ)

に
20
年
以
上
も
勤
務
し
た
私
と
し
て
は
、

日
に
日
に
こ
う
し
て
公
共
交
通
と
し
て
の

色
合
い
が
薄
く
な
る
動
き
に
一
抹
の
寂
し

さ
を
覚
え
る
昨
今
で
す
。
今
回
は
そ
れ
に

関
連
し
た
話
を
。
あ
れ
は
も
う
30
年
以
上

も
前
、
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
間
も
な

く
の
出
来
事
で
す
。
そ
の
頃
私
は
、
中
小

企
業
診
断
士
と
し
て
看
板
を
掲
げ
た
ば
か

り
で
、
暗
中
模
索
の
毎
日
が
続
く
中
で
頂

い
た
貴
重
な
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
収
穫

し
た
農
産
物
を
輸
送
す
る
と
い
う
、
皆
さ

ん
と
も
関
連
が
深
い
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
北

海
道
支
社
か
ら
お
声
が
か
か
っ
た
の
で

す
。「
あ
な
た
は
長
年
、国
鉄
に
籍
を
置
き
、

こ
の
度
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て

独
立
を
し
た
。
な
ら
ば
鉄
道
事
業
の
現
場

も
知
っ
て
い
る
の
で
、
わ
が
社
の
体
系

だ
っ
た
社
員
研
修
を
お
願
い
出
来
ま
せ
ん

か
？｣

と
。
開
業
し
た
ば
か
り
で
、
海
の

も
の
と
も
山
の
も
の
と
も
わ
か
ら
ず
手
探

り
状
態
で
あ
る
私
に
と
っ
て
は
こ
ん
な
に

有
り
難
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
ほ
ど

知
ら
ず
に
二
つ
返
事
で
Ｏ
Ｋ
し
無
知
の
仕

事
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

上
は
駅
長
職
か
ら
末
端
の
一
般
社
員
ま

で
、
月
に
１
度
く
ら
い
の
割
合
で
札
幌
の

白
石
に
あ
る
研
修
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
内
の
一
つ
、
あ
れ
は
営
業
関
連
の
社

員
研
修
で
、
受
講
者
の
多
く
は
30
歳
半
ば

の
方
達
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
を
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
民
営
化
に
な
っ
て
日
も
浅
く
、

現
場
で
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
ど
う

解
決
に
向
け
て
い
け
ば
よ
い
か
を
検
討
す

る
内
容
で
講
義
を
行
っ
た
時
で
し
た
。
そ

う
す
る
と
「
こ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
」

と
言
わ
ん
ば
か
り
に
問
題
が
出
る
は
出
る

は
。
併
せ
て
解
決
策
も
考
え
て
も
ら
う
と

そ
の
大
半
は
「
あ
っ
ち
が
悪
い
、
こ
っ
ち

が
悪
い｣

の
大
合
唱
と
も
い
え
る
も
の
で
、

聞
く
私
も
辟
易
す
る
ほ
ど
で
し
た
。
そ
の

発
表
を
聞
き
な
が
ら
、
一
方
で
私
に
浮
か

ん
だ
別
の
顔
の
人
達
が
お
り
ま
し
た
。
実

は
北
海
道
で
は
民
営
化
に
あ
た
り
、
国
鉄

職
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
社
員
と
し
て
採
用
に
な
っ

た
人
は
２
人
に
１
人
。
採
用
さ
れ
た
彼
ら

の
裏
側
で
、
残
る
こ
と
が
出
来
ず
に
泣
く

泣
く
国
鉄
清
算
事
業
団
に
配
属
に
な
っ
た

人
達
が
い
た
の
で
す
。
そ
の
研
修
所
に
も

出
講
を
し
、
彼
ら
の
怒
り
に
も
似
た
悲
痛

な
胸
の
内
を
聞
い
て
い
る
私
で
す
。
そ
こ

で
ま
と
め
と
し
て
言
っ
た
の
が
こ
の
「
３

つ
の
言
わ
な
い｣

で
し
た
。
そ
の
一
つ
目
、

「
過
去
の
こ
と
は
言
わ
な
い
こ
と｣

で
す
。

「
皆
さ
ん
は
旧
国
鉄
か
ら
新
生
な
っ
た
Ｊ

Ｒ
に
採
用
さ
れ
た
の
で
す
よ
ね
。も
し『
国

鉄
の
方
が
良
か
っ
た｣
と
言
い
、
過
去
に

戻
れ
る
な
ら
ド
ン
ド
ン
と
大
き
な
声
で

言
っ
て
下
さ
い
。
で
も
残
念
な
が
ら
人
は

過
去
に
戻
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
残
れ

な
か
っ
た
か
つ
て
の
同
僚
の
思
い
も
背
負

い
な
が
ら
、
新
会
社
に
採
用
に
な
っ
た
者

と
し
て
、
こ
の
先
を
が
む
し
ゃ
ら
に
で
も

作
っ
て
い
く…

そ
の
気
迫
く
ら
い
を
持
た

れ
る
の
が
筋
と
思
い
ま
す
が｣

と
。
二
つ

目
は
「
他
人
の
せ
い
に
し
て
言
わ
な
い
こ

と｣

で
す
。「
あ
な
た
達
が
問
題
と
し
て
あ

げ
て
い
る
の
は
ど
こ
か
で
自
分
と
関
係
が

あ
る
か
ら
で
す
よ
ね
。
そ
の
原
因
は
会
社

や
上
司
な
ど
、
皆
、
周
り
で
、
あ
な
た
は

関
係
が
な
い
の
で
す
か
？
こ
の
構
図
で
す

と
『
不
満
が
不
満
を
生
む
』
と
い
う
心
の

悪
循
環
構
造
に
陥
っ
て
し
ま
い
、
益
々
、

あ
な
た
を
追
い
詰
め
て
い
く
で
し
ょ
う

ね
。現
状
が
そ
う
で
あ
っ
た
に
し
て
も『
そ

の
中
で
自
分
に
何
が
出
来
る
か
？
』…

そ

れ
を
考
え
ら
れ
る
あ
な
た
達
だ
か
ら
こ
そ

新
会
社
に
採
用
さ
れ
た
と
私
は
思
い
た
い

の
で
す
が｣

。
も
う
一
つ
は
「
出
来
な
い

と
は
言
わ
な
い
こ
と｣

で
、
こ
れ
を
強
調

し
た
の
に
は
大
き
な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
時
の
受
講
者
の
多
く
は
旧
国
鉄
時
代

に
機
関
士
業
務
に
携
わ
っ
て
き
た
人
達
で

し
た
。
彼
ら
曰
く
。「
自
分
は
事
務
作
業

な
ど
が
嫌
だ
か
ら
機
関
士
に
な
っ
た
ん

だ
。
そ
れ
な
の
に
何
を
今
さ
ら
、
こ
の
年

齢
に
な
り
面
倒
な
書
類
書
き
等
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
だ｣

と
言
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
こ
で
私
は
言
い
ま
し
た
。

「『
出
来
な
い
、
出
来
な
い
』
と
言
え
る
内

は
い
い
で
す
よ
ね
。
で
も
こ
の
ま
ま
の
ス

タ
イ
ル
を
貫
く
な
ら
、
い
く
ら
背
中
の
看

板
を
Ｊ
Ｒ
に
変
え
た
と
し
て
も
所
詮
、
先

が
し
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が｣

と
。

　
以
上
が
「
３
つ
の
言
わ
な
い｣

で
す
。

い
か
が
で
す
か
？
私
は
今
後
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
よ
り
厳
し
い
も
の
に
な
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。た
だ
、ど
ん
な
に「
厳

し
い｣

と
い
っ
て
も
環
境
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
Ｊ
Ａ
職
員
も
同
様
で
す
。
そ

こ
で
問
わ
れ
る
の
が
各
人
の
主
体
性
で

す
。
こ
う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
「
３
つ

の
言
わ
な
い｣

を
互
い
の
合
い
言
葉
に
す

る
の
も
意
味
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
。

　
そ
れ
で
は
ま
た
12
月
号
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第23回第23回

（12）（12）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



北海道立農業大学校からのお知らせ

（13）（13） ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



最終回

消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について
消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について

連載

ＪＡへの就職希望者１００%就職ＪＡへの就職希望者１００%就職
令和５年度第２回学生募集令和５年度第２回学生募集

（令和３年度実績）（令和３年度実績）

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満２４歳未満（令和４年４月１日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：１２月１０日（土）･１１日（日） 
●筆記・適性試験：１０日（午前）/面接：１０日（午後）・1１日
●願書受付：１０月１日（土）～１１月１８日（金）消印有効

●学校見学もできます

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満２４歳未満（令和４年４月１日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：１２月１０日（土）･１１日（日） 
●筆記・適性試験：１０日（午前）/面接：１０日（午後）・1１日
●願書受付：１０月１日（土）～１１月１８日（金）消印有効

●学校見学もできます
ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ
資料請求
お問合せ
資料請求

７月号から連載でご説明させて頂いた内容をまとめて、当JAホームページの「組合員専用情報」ページに掲載して
おります。
７月号から連載でご説明させて頂いた内容をまとめて、当JAホームページの「組合員専用情報」ページに掲載して
おります。

（14）（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



最終回

消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について
消費税インボイス制度導入による
農業者への影響について

連載

ＪＡへの就職希望者１００%就職ＪＡへの就職希望者１００%就職
令和５年度第２回学生募集令和５年度第２回学生募集

（令和３年度実績）（令和３年度実績）

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満２４歳未満（令和４年４月１日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：１２月１０日（土）･１１日（日） 
●筆記・適性試験：１０日（午前）/面接：１０日（午後）・1１日
●願書受付：１０月１日（土）～１１月１８日（金）消印有効

●学校見学もできます

●定員６０名 ●男女共学 ●１カ年、全寮制 ●満２４歳未満（令和４年４月１日現在）
●大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、高校卒及び見込
●試験日：１２月１０日（土）･１１日（日） 
●筆記・適性試験：１０日（午前）/面接：１０日（午後）・1１日
●願書受付：１０月１日（土）～１１月１８日（金）消印有効

●学校見学もできます
ＪＡグループ職員養成校ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

一般財団法人　北海道農業協同組合学校
〒069‐0834　江別市文京台東町43－1
☎0120－918－417　【ＪＡカレッジ】で

お問合せ
資料請求
お問合せ
資料請求

７月号から連載でご説明させて頂いた内容をまとめて、当JAホームページの「組合員専用情報」ページに掲載して
おります。
７月号から連載でご説明させて頂いた内容をまとめて、当JAホームページの「組合員専用情報」ページに掲載して
おります。

（15）（15） ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備

金
は
、
多
く
の
農
業
経
営
者

の
方
が
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
一
度
制
度
の
概

要
と
令
和
３
年
度
税
制
改
正

の
内
容
を
お
さ
ら
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備

金
と
は
、
経
営
所
得
安
定
対

策
等
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、

計
画
的
に
農
業
経
営
の
基
盤

強
化
（
農
用
地
、
農
業
用
の

建
物
・
機
械
等
の
取
得
）
を

図
る
取
組
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。

　
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
農

業
者
が
、
経
営
所
得
安
定
対

策
等
の
交
付
金
を
農
業
経
営

改
善
計
画
な
ど
に
従
い
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
と

し
て
積
み
立
て
経
理
し
た
場

合
、
こ
の
積
立
額
を
個
人
は

必
要
経
費
に
、
法
人
は
損
金

に
算
入
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど
に

従
い
、
積
み
立
て
た
準
備
金

を
取
り
崩
し
た
り
、
受
領
し

た
交
付
金
を
そ
の
ま
ま
用
い

て
、農
地
用
、農
業
用
の
建
物
・

機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
、

圧
縮
記
帳
で
き
る
税
制
上
の

特
例
の
事
を
い
い
ま
す
。

(

注)

こ
の
特
例
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

一
定
の
方
法
で
記
帳
し
、
青

色
申
告
に
よ
り
確
定
申
告
（
初

年
は
税
務
署
に
事
前
に
届
出
）

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
下
図

の
様
に
な
り
ま
す
。

　
積
み
立
て
た
翌
年
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
準
備
金
は
、

期
限
切
れ
の
た
め
取
り
崩
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、
期
限
切
れ
と
な
っ

て
取
り
崩
し
た
準
備
金
は
、

積
立
や
圧
縮
記
帳
の
基
準
と

な
る
所
得
金
額
の
計
算
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

(

注)

課
税
対
象
か
ら
除
か
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
準
備
金
の
積
立
限
度
額
及

び
圧
縮
限
度
額
は
次
の
【
Ａ
】・

【
Ｂ
】
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金

額
と
な
り
ま
す
。

　【
Ａ
】【
積
立
時
】
準
備
金

と
し
て
積
み
立
て
よ
う
と
す

る
金
額(

交
付
金
収
入
額
の
範

囲
内
で
農
林
水
産
大
臣
が
証

明
す
る
金
額)

　【
取
得
時
】
準
備
金
の
取
崩

額
と
そ
の
年
の
交
付
金
受
領

額
の
う
ち
農
用
地
等
の
取
得

に
充
て
た
金
額
の
合
計

【
Ｂ
】
事
業
所
得
金
額(

個
人)

・

所
得
金
額(

法
人)

　
次
の
金
額
を
益
金(

総
収
入

金
額)

に
算
入
し
て
所
得
金
額

を
計
算
す
る

①
農
業
経
営
改
善
計
画
等
に

記
載
さ
れ
た
農
業
用
固
定

資
産
を
取
得
等
し
た
場
合

の
取
得
相
当
額

②
農
業
経
営
改
善
計
画
等
に

記
載
の
な
い
農
用
地
・
農

業
用
の
機
械
装
置
・
建
物

等
・
構
築
物
を
取
得
等
し

た
場
合
の
取
得
価
額
相
当

額
③
任
意
に
準
備
金
を
取
り
崩

し
た
場
合
の
取
崩
し
金
額

〈
除
外
〉

④
積
立
を
し
た
事
業
年
度

（
年
）
の
翌
期
首
か
ら
５
年

を
経
過
し
た
準
備
金
が
あ

る
場
合
、
そ
の
５
年
を
経

過
し
た
準
備
金
の
金
額

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第10回第10回

農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金

制
度
の
概
要

　
最
後
の
④
の
部
分
が
改
正

に
よ
り
積
立
時
・
取
得
時
の

限
度
額
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し

た
。

　
法
人
は
令
和
３
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年

度
の
法
人
税
、
個
人
は
令
和

４
年
度
分
の
所
得
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
準
備
金
積
立

後
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
追
加
さ
れ
る
要
件

と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心
経

営
体
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。

※

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
農

業
者
が
話
し
合
い
に
基
づ
き
、

地
域
農
業
に
お
け
る
中
心
経

営
体
、
地
域
に
お
け
る
農
業

の
将
来
の
在
り
方
な
ど
を
明

確
化
し
、
市
町
村
に
よ
り
公

表
す
る
も
の
で
す
。

　
法
人
は
令
和
４
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年

度
分
の
法
人
税
、
個
人
は
令

和
５
年
分
の
所
得
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
自
身
が
中
心
経
営
体
で

な
い
場
合
又
は
中
心
経
営
体

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
経
営
農
地
が
存
在

す
る
市
町
村
に
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
改
正
に
よ
っ
て
農
業
経
営

基
盤
強
化
準
備
金
の
内
容
が

少
し
ず
つ
変
更
に
な
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
土
地
や
機

械
の
購
入
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
税
負
担
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
準

備
金
の
積
立
は
計
画
的
に
上

手
く
活
用
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。
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農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備

金
は
、
多
く
の
農
業
経
営
者

の
方
が
活
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
一
度
制
度
の
概

要
と
令
和
３
年
度
税
制
改
正

の
内
容
を
お
さ
ら
い
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
準
備

金
と
は
、
経
営
所
得
安
定
対

策
等
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、

計
画
的
に
農
業
経
営
の
基
盤

強
化
（
農
用
地
、
農
業
用
の

建
物
・
機
械
等
の
取
得
）
を

図
る
取
組
を
支
援
す
る
制
度

で
す
。

　
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
農

業
者
が
、
経
営
所
得
安
定
対

策
等
の
交
付
金
を
農
業
経
営

改
善
計
画
な
ど
に
従
い
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
準
備
金
と

し
て
積
み
立
て
経
理
し
た
場

合
、
こ
の
積
立
額
を
個
人
は

必
要
経
費
に
、
法
人
は
損
金

に
算
入
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
経
営
改
善
計
画
な
ど
に

従
い
、
積
み
立
て
た
準
備
金

を
取
り
崩
し
た
り
、
受
領
し

た
交
付
金
を
そ
の
ま
ま
用
い

て
、農
地
用
、農
業
用
の
建
物
・

機
械
等
を
取
得
し
た
場
合
、

圧
縮
記
帳
で
き
る
税
制
上
の

特
例
の
事
を
い
い
ま
す
。

(

注)

こ
の
特
例
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

一
定
の
方
法
で
記
帳
し
、
青

色
申
告
に
よ
り
確
定
申
告
（
初

年
は
税
務
署
に
事
前
に
届
出
）

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
下
図

の
様
に
な
り
ま
す
。

　
積
み
立
て
た
翌
年
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
準
備
金
は
、

期
限
切
れ
の
た
め
取
り
崩
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、
期
限
切
れ
と
な
っ

て
取
り
崩
し
た
準
備
金
は
、

積
立
や
圧
縮
記
帳
の
基
準
と

な
る
所
得
金
額
の
計
算
か
ら

除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

(

注)

課
税
対
象
か
ら
除
か
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
準
備
金
の
積
立
限
度
額
及

び
圧
縮
限
度
額
は
次
の
【
Ａ
】・

【
Ｂ
】
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金

額
と
な
り
ま
す
。

　【
Ａ
】【
積
立
時
】
準
備
金

と
し
て
積
み
立
て
よ
う
と
す

る
金
額(

交
付
金
収
入
額
の
範

囲
内
で
農
林
水
産
大
臣
が
証

明
す
る
金
額)

　【
取
得
時
】
準
備
金
の
取
崩

額
と
そ
の
年
の
交
付
金
受
領

額
の
う
ち
農
用
地
等
の
取
得

に
充
て
た
金
額
の
合
計

【
Ｂ
】
事
業
所
得
金
額(

個
人)

・

所
得
金
額(

法
人)

　
次
の
金
額
を
益
金(

総
収
入

金
額)

に
算
入
し
て
所
得
金
額

を
計
算
す
る

①
農
業
経
営
改
善
計
画
等
に

記
載
さ
れ
た
農
業
用
固
定

資
産
を
取
得
等
し
た
場
合

の
取
得
相
当
額

②
農
業
経
営
改
善
計
画
等
に

記
載
の
な
い
農
用
地
・
農

業
用
の
機
械
装
置
・
建
物

等
・
構
築
物
を
取
得
等
し

た
場
合
の
取
得
価
額
相
当

額
③
任
意
に
準
備
金
を
取
り
崩

し
た
場
合
の
取
崩
し
金
額

〈
除
外
〉

④
積
立
を
し
た
事
業
年
度

（
年
）
の
翌
期
首
か
ら
５
年

を
経
過
し
た
準
備
金
が
あ

る
場
合
、
そ
の
５
年
を
経

過
し
た
準
備
金
の
金
額

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

　
最
後
の
④
の
部
分
が
改
正

に
よ
り
積
立
時
・
取
得
時
の

限
度
額
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し

た
。

　
法
人
は
令
和
３
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年

度
の
法
人
税
、
個
人
は
令
和

４
年
度
分
の
所
得
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
準
備
金
積
立

後
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
方

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
追
加
さ
れ
る
要
件

と
し
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン

に
位
置
付
け
ら
れ
た
中
心
経

営
体
で
あ
る
こ
と
」
で
す
。

※
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は
農

業
者
が
話
し
合
い
に
基
づ
き
、

地
域
農
業
に
お
け
る
中
心
経

営
体
、
地
域
に
お
け
る
農
業

の
将
来
の
在
り
方
な
ど
を
明

確
化
し
、
市
町
村
に
よ
り
公

表
す
る
も
の
で
す
。

　
法
人
は
令
和
４
年
４
月
１

日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年

度
分
の
法
人
税
、
個
人
は
令

和
５
年
分
の
所
得
税
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
自
身
が
中
心
経
営
体
で

な
い
場
合
又
は
中
心
経
営
体

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、
経
営
農
地
が
存
在

す
る
市
町
村
に
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
改
正
に
よ
っ
て
農
業
経
営

基
盤
強
化
準
備
金
の
内
容
が

少
し
ず
つ
変
更
に
な
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
土
地
や
機

械
の
購
入
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
税
負
担
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
準

備
金
の
積
立
は
計
画
的
に
上

手
く
活
用
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

令
和
３
年
度
税
制
改
正
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

九月俳句九月俳句九月俳句

8月号の正解は
「カキゴオリ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　太田　とき　様
深 川 市　　田村　順子　様
深 川 市　　蓑口　芳子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
2

3

4
5

6

9

11

12
14
15

16

17
19

決まりきったこと。普通の
こと。当然。
スイッチが入っていること。
○○⇔オフ
木で馬の形に作った物。
職人などの頭。職人などを
敬い、親しんで呼ぶ言葉。
生徒を一定の人数に分け
た組。クラス。
仏教で心の迷いを去って永
遠の真理を会得すること。
光をさえぎって黒く映し出
される物の形。水などの面
に映し出される姿。
池や田んぼに浮かぶ水草。
城の内部にあるほり。
金属元素の一つ。元素記号
Fe。硬くて銀色につやを持つ。
くきにとげがある低い木。
いい香りの花をつける。
燃料用の割り木。たきぎ。
公共の団体・事業や神社な
どに金品を差し出すこと。

1

4

5

7

8

10
11

13

15

16
18

20
21

白と黒のけんばんをたたいて音
を出す楽器。
正月などでよく食べられる白い
食べ物「鏡○○」
音の高低・強弱・長短・音色を
組み合わせて作る、音の芸術。

「○○○○を聞く」
ヨーロッパ南東部の国。首都はア
テネ。「○○○○ヨーグルト」
鳥や飛行機が空を飛ぶために
必要なもの。羽。
枯れた木。
ある歌の旋律に別の歌詞を当て
はめた歌
利益があること。都合がよいこと。
○○○⇔不利
うどん・そばなどを、機械を使
わずに手で打って作ること
江戸幕府の末期。
企業の資本の増減・出納など
を一定の形式で記録・計算・整
理する記帳法
青と赤の中間の色。
舞台や映画などで役者が役の人
としていう言葉。

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切10月31日消印有効で当選者とクイズの答えは令和４年12月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
こ
お
ろ
ぎ
や
高
く
一
跳
ね
テ
レ
ビ
前
　
　
　
　
北
川
　
満
江

　
ブ
ラ
ン
ド
の
喧
騒
に
交
る
蝉
の
声
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
へ
ぼ
胡
瓜
な
れ
ど
出
来
れ
ば
愛
を
し
く
　
　
　
松
木
　
五
月

　
あ
と
一
声
あ
と
一
声
と
秋
の
蝉
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
蛍
飛
ぶ
歓
声
あ
げ
て
又
飛
ん
で
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
水
旨
き
米
の
品
評
秋
高
し
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
通
い
田
の
案
山
子
三
男
坊
の
顔
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
永
ら
え
る
心
積
り
の
種
採
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
ほ
ろ
酔
い
や
明
日
は
稲
刈
る
男
衆
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
雀
来
て
敵
意
を
見
せ
る
案
山
子
か
な
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
ど
こ
ま
で
も
青
空
続
く
九
月
な
り
　
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

　
仲
の
良
き
夫
婦
と
出
会
い
秋
さ
や
か
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

　
転
作
田
白
い
ド
レ
ス
の
蕎
麦
の
花
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

●
土
筆
俳
句
会

　
獣
医
来
て
犬
の
診
察
暑
気
中
り
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
秋
高
し
屯
田
兵
の
監
的
壕
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
赤
蜻
蛉
青
空
に
映
え
我
を
呼
ぶ
　
　
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
再
び
の
青
き
命
の
穭
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
夏
惜
し
む
南
国
柄
の
寄
る
波
に
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
秋
の
雨
マ
ス
ク
ラ
イ
オ
ン
居
る
銀
座
　
　
　
　
滝
口
富
美
子

　
屋
形
船
街
の
明
か
り
も
秋
澄
め
り
　
　
　
　
　
菅
原
　
優
子

　
黒
葡
萄
粒
が
転
が
る
孫
の
口
　
　
　
　
　
　
　
森
田
裕
美
子

　
座
す
良
夜
彼
方
此
方
へ
念
仏
を
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C D

1 2 3 4

5 6

7 8 9

10

11 12 13 14

15

16 17 18 19

20 21

D

C

A

B
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９がつ  ７にち　水ようび

音江保育園　バケツ稲レポート

ついに！！音江中央保育園のバケツ稲も
収穫の時を迎えました♪
Instagramでも様子を紹介しましたが、
みんな大はしゃぎで稲刈りに挑戦！
これから脱穀・籾摺り・精米を経て来月
実食タイムです！お楽しみに☆

１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．組合員の加入脱退について
４．財務報告及び事業実績について
５．固定資産の修繕について
６．反社会的勢力等との取引状況について
７．マネーローンダリング等の取引状況について
８．令和4年度第2四半期コンプライアンス事故報告
について

９．職員の人事及び業務事故について
10．金融　ADR制度にかかる相談・苦情等対応状況
の定期報告について

11．貸出金の貸付報告について
12．共済　相談・苦情等対応状況について

13．令和4年産米の作付動向と今後の対応について
14．水田活用の直接支払交付金の見直しをめぐる情
勢と今後の対応について

15．肥料価格高騰対策事業について　
16．令和4年度JA青年部・女性部とJA常勤役員と
の懇談会報告について

17．主要農作物の生育状況について
18．令和4年産　そばの出荷状況について
19．畜産物の販売実績について
20．令和4年産　うるち米・もち米全道共計概算金
について

21．青果・花き集荷販売実績について
22．令和4年春肥料奨励金の支払について
23．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　令和4年度上半期決算について
議案第３号　寒冷地手当の支給について
議案第４号　貸出金の貸付決定について

議案第5号　令和4年産米の取扱いについて
議案第6号　令和4年産「玄そば・小豆・大豆」の取

扱いについて

提
出
議
案

報
　告
　事
　項

第９回理事会 〈令和４年9月5日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和４年8月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,271
98

5,593
274
912

当月末
30
0
39
0
13

脱退
8
3
39
0
4

加入
1,293
95

5,593
274
921

当期首

訂正とお詫び
2022年9月号掲載の記事に誤りがございました。こ
こに訂正し、お詫び申し上げます。。

3ページ「令和4年度　新規就農者激励状贈呈式」

（正）　宮岸彬斗（一已地区）　森田裕美恵（納内地区）
みや ぎし あき   と もり   た ゆ み え
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金融共済部からのお知らせ

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらち ＪＡ共済

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版
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